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皆様お疲れ様です。
この度、安心した地域生活を支えます～東明寮における救護施設等のセーフティーネット機能強化助成事業実践報告～をテーマに発表をさせて頂きます。
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本日の発表内容については、この目次に沿った形で進めさせていただきます。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
始めに、東明寮についてご紹介させていただきます。東明寮は、北海道東部の十勝地方のほぼ中央に位置する、帯広市にあります。昭和４７年６月に開設されました。
その後、平成１２年４月に、帯広市より社会福祉法人帯広太陽福祉会へ経営が委譲され、平成１５年７月に、現在の所在地であります、帯広市大正町へ移転してきました。




①はじめに

（１）東明寮について

平成４７年 ６月 帯広市により救護施設「東明寮」開設

平成１２年 ４月 「東明寮」を帯広市から

社会福祉法人帯広太陽福祉会に経営移譲

平成１５年 ７月 帯広市大正町に移転改築竣工

平成２２年１０月 居宅生活訓練事業開始

平成２８年 ４月 保護施設通所事業開始

平成３０年 ３月 生活困窮者就労訓練事業認定

令和 元年 ８月 救護施設等のセーフティネット機能強化助成事業認定

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その後は、平成２２年１０月より、居宅生活訓練事業を開始し、今年で１１年目を迎え、１２名の方が、障害者GHなどの、地域生活へと移行されております。
また平成２４年１０月には共同生活援助事業所せせらぎの開設、
平成２８年４月より、保護施設通所事業の開始、
平成３０年３月より、北海道より生活困窮者就労訓練事業の認定を受け、現在１名の方が就労準備支援事業から始め、令和元年５月より認定就労訓練事業として東明寮で、支援を行っております。
令和元年８月、救護施設等のセーフティネット機能強化助成事業を決定していただき、３年目を迎えております。




（２）利用者・職員状況について

定 員 ９０名

現 員 ９２名（※令和３年１０月１日現在）

平均年齢 ６６．２歳（※令和３年１０月１日現在）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続けて、利用者様の状況についてです。定員は９０名ですが、令和３年９月末現在で、９２名の利用者様が東明寮で生活をしております。平均年齢は６６．２歳となっております。
６５歳以上の利用者様は５６名で、高齢者の割合は６３％となっており、高齢化が課題となっております。
障害内訳としては、身体障害16名、知的障害11名、精神障害37名、重複障害10名となっております。
職員は32人です。介護職員、看護師、指導員の各加算の他、精神保健福祉士加算、居宅生活訓練の職員加算等を利用しています。



②東明寮スッキリさわやかトーク

（１）SST（社会生活技能訓練）について

SST（社会生活技能訓練）

↓

社会で人と関わり生活する為に欠かせない技術

↓

挨拶などの日常生活上のテーマを扱い練習する

↓

対人関係のストレス、社会生活の不安軽減

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ご存知の方も多いと思いますが、SSTとはソーシャル・スキル・トレーニングの略で、「社会生活技能訓練」と訳されています。
社会で人と人とが関わりながら生きていくために欠かせないスキルを身につける訓練のことを指します。
具体的には、挨拶や人に何かをお願いしたり断ったりするなどのコミュニケーションはもちろんのこと、毎日歯を磨く、決まった時間に薬を飲むなどの日常生活上の生活スキルもテーマとして扱う場合があります。
そして、SSTで、適切な自己主張や、他者との上手な関わり方、また日常生活上の生活技能を練習することにより、対人関係のストレスや、社会生活の不安の軽減につなげます。



（２）東明寮スッキリさわやかトーク（SST）の由来

ソーシャル・スキル・トレーニング（社会生活技能訓練）

↓

Social Skills Training

↓

『スッキリ（S）』『さわやか（S）』『トーク（T）』

↓

東明寮スッキリさわやかトーク（平成２７年４月より）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、この度の事業名でもあります、「スッキリさわやかトーク」について説明させて頂きます。
利用者様にはSSTという言葉ではわかりづらい為、親しみのある、分かりやすい愛称を募集した所、SSTのそれぞれの頭文字を取り、語呂合わせですが、「スッキリさわやかトーク」というネーミングにしました。
東明寮スッキリさわやかトークは、平成２７年度より実施しております。実施に至る背景としては、施設入所者の半数近くは、精神疾患を抱えており、対人関係がうまくいかない、金銭管理がうまくできない等の課題を抱えている方がおり、その支援の一環として、SSTを開始しました。 




（3）モデル事業への採択

平成３０年７月

『救護施設における精神障害者の地域移行と

自立生活の継続支援に関するモデル事業』

（全国救護施設協議会）

↓

『スッキリさわやかトーク事業』の採択

【対人関係スキルの改善、習得が地域移行や安定した地域生活に必要】

↓

地域移行・地域生活定着へ向けたSSTの実施

↓

現在、「救護施設等のセーフティネット機能強化助成事業」を実施

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このモデル事業へ取り組む以前より、スッキリさわやかトークを実施していましたが、SSTで取り組む、対人関係スキルの改善、習得が、地域移行や、地域生活定着を目指す利用者様にとって、有効な支援になります。
施設内でも、居宅生活訓練事業参加者へ特化して実施を検討していたところ、平成３０年７月に、全国救護施設協議会より、「救護施設における精神障害者の地域移行と、自立生活の継続支援に関するモデル事業」の募集があり、「スッキリさわやかトーク事業」として、
地域移行を目指す方、安定した地域生活を希望する方、地域で障害を抱えながら生活をする方へ向けて、活用する事とし応募しました。
令和元年度より、「救護施設等のセーフティネット機能強化助成事業」として、地域で暮らす精神障害者や生活困窮者や東明寮への通所利用者、東明寮内で生活をしている地域生活希望者へ向けた、ＳＳＴ、相談会を実施しています。




（４）スッキリさわやかトークの内容

・グループでのSSTが基本

・居宅生活訓練事業実施者、通所利用者、

地域生活を希望している利用者を対象

として実施

・希望や課題に応じたロールプレイ形式

・反復学習と実践でスキルの獲得

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、ここからは「スッキリさわやかトーク」実際の様子について説明します。
スライドの写真は、ロールプレイを実施している様子です。
現在、地域で実際に生活をしている通所利用者、これから地域で生活をしたいと希望している東明寮の利用者の方を対象として内容により毎週、平均的には２週に１度実施しています。
参加者の希望や、解決したいテーマに沿って、意見を出し合い、また、ロールプレイの台本も参加者同士で作成をします。
相手の希望・悩みに対し真摯に受け止めること、自分の考え・気持ちを相手に伝えることが、実践を積み重ねる中で参加者が獲得していく様子が伺えまています。
実際に行っている動画を5分程度ですが、ご覧ください。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
4分10秒



（５）地域移行・地域生活定着支援SSTで出た希望・課題

依存性の強いものを
辞めたいけどどうし

たら良いか…

仕事を行う上で大切
な姿勢って何？…

人付き合いを
うまくしたい…

計画的に金銭を使用す
るための工夫は？…

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
スライドは地域移行・地域生活定着支援SSTで、参加者から出た、希望や課題の例です。その中から、今回の動画の内容である一例を紹介します。
安定した地域生活を送る上で、パチンコにはまってしまう恐れがあると自ら課題としている利用者様がおり、SSTの中で参加者の意見を取り入れながら、課題に向き合いたいとテーマを提案されました。参加者から、過去や現在に辞められないことを聞き、「タバコ」や「浪費癖」等の意見が出されました。その中では、生活に支障をきたさない程度であれば、依存している物はストレス解消につながるのではないかと皆さんで確認をしました。
しかし、生活に支障をきたすほどになったときには、どうしたら良いか？との新たなテーマが出され、参加者で話をしました。その中では、「支援者や専門機関に相談をする。」「他の趣味を見つける。」等の意見が出され、テーマを提供してくれた利用者様からは、「相談が一番大切。すぐには答えは出ないかもしれないが、すぐに相談をしていきたい。」との話がありました。
このように、自らの課題を見つめなおす機会として、SSTを活用していただいています。




③相談会活動

（１）暮らし安心相談会、電話相談会

（２）地域生活定着に向けた、通所利用者との相談会

（３）地域食堂での近隣住民との対話

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これまでは、スッキリさわやかトークの活動の報告をさせていただきましたが、その他に地域生活を送るうえで困っている方や東明寮を退所し、通所利用をされている方へ向け、相談会活動も実施しています。



（１）暮らし安心相談会、電話相談会

対面での相談会（市内2つの地域で月に一度開催）

コロナ禍により定期的な対面での開催ができない

電話相談会の案内を作成して地域へ配布

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
対面での相談会については、市内２つの地域で月に一度開催をしておりました。しかし、新型コロナウイルスの影響を受け、定期的な相談会の実施はできていない状況となっています。そのため、電話相談会のチラシを作成し、相談会の対象となっている２つの地域へ配布を行っています。その際は、電話番号のみではなく、メールアドレスも記載しています。
ここで一例を紹介します。電話相談を受けた際、暮らし安心相談会の案内をしたところ、相談に来訪していただき、ご家族様の東明寮の入所依頼に繋がりました。実際には、介護保険施設を利用することになり、入所には至りませんでしたが、東明寮での活動をパンフレットや写真を使用し説明することで、「施設は閉鎖的な印象があったが、イメージが変わりました。自由なところも多いんですね。」とご家族様が利用を考える際の安心感に繋げることができました。
続いて、実際に行っている面談の動画です。




（２）地域生活定着に向けた、通所利用者との相談会

※東明寮における、保護施設通所事業（自主事業）の流れ

救護施設退所者

居宅被保護者

支 援

福祉事務所

通所訓練
訪問指導

＜東明寮＞

＜生活支援＞
健康管理、洗濯、掃除、金銭管
理、余暇活動など

＜社会生活支援＞
就労、通院、買い物、対人関係
スキル、交通機関の利用、
SSTの実施など

＜保護施設通所事業（自主事業）＞
救護施設退所者、生活保護受給者で、
地域で生活をされている方が、通所
訓練及び、訪問指導により、安心し
て地域で生活できるよう支援を行う。

相談看護係
（SSTの実施）

地域支援係
（地域移行・通所支援の実施）連 携

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
東明寮は、地域生活定着支援として、保護施設通所事業を自主事業として行っております。どのような流れで行っているのかは、スライドの図で示しているとおりです。
現在は自主事業として６名の方が通所事業に参加しています。

前述でも触れされて頂いた通り、通所利用者の方を対象としてSSTと相談会を実施しています。地域生活を安心した形で長く続けられるよう、通所サービスの一つとして相談会を実施しています。相談会については、毎週水曜日に開催し、就労に関することや金銭管理等生活の中での不安を聞き、関係機関との連携を行い、解決に向けた取り組みを行っています。



事例紹介

例１）就労先で人間関係の悩みについて

同僚の方との理解の相違があったケース

例２）地域生活移行後の健康不安について

予期せぬ病気の発覚と医師とのやり取りに不安を生じたケース

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
例1は、通所利用者様の相談として、就労先での人間関係の悩みがありました。一般就労として、一生懸命に働いている中で、同僚の助言の理解が難しい場面がありました。同僚の方は、なぜ理解をいただけないのか、まじめに仕事に取り組んでいないのではないかとの思いになり、利用者様と話をしている中では、まじめに取り組んでいるのにという思いでありました。話をしていく中で、同僚の方が伝えている内容の理解の相違があったことがわかり、相談を通じ、同僚の方へも理解をしていただき、現在も就労を辞めることなく、続けることができています。
例2は、地域生活を送っていく中で、予期せず体調を崩す場面があります。ご家族と疎遠となっている場合には、相談相手が限られ、不安が増大していきます。抱えている障害によっては、通院時の医師とのやり取りが困難な場面があります。その際、職員が同行する等の対応を行う場面もあります。相談を受け、できる限りの対応を行っています。安心した地域生活を送ることができるように、相談会を通して支えさせていただいています。




（３）地域食堂での近隣住民との対話

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、近隣住民の皆様との関わりについてです。
東明寮が所在している大正地区で月に一度地域食堂が行われています。独居老人の方も多く、たくさんの方が昼食を申し込まれています。地域食堂の際に、暮らし安心相談会として、対面での相談を行っておりました。しかし、現在は地域食堂の開催はしておりますが、会食形式での開催ができない状況であり、ご自宅へ弁当の配布をしています。短い時間ではありますが、コロナ禍の中で、地域で生活をされている方と対面でお話ができる貴重な機会となっています。月に一度ですが、生活の状況等を聞かせていただき、現在のところ相談等はありませんが、相談会についての趣旨説明をして、ご理解していただくことができています。現在は、配食となっていますが、会場での食事が再開した時には、話がしやすい雰囲気が作れるようにこれからも活動を続けていきたいと考えています。
スライドは、対面式で行うことができていた際と実際に配食をしている際の写真となっています。




③事業の成果・見えてきた課題

（１）SSTを実施した成果

今までの実践

『自己表出の場』
『援助者主体』

この度の実践

『自発的な課題解決』
『参加者主体』

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
スッキリさわやかトークを実施してきた成果と課題ですが。
今までは、どうしても援助者が中心となり支援を実施する傾向が多かったのですが、事業の実践から、参加者自身が「どうなりたいのか」「どうしたいのか」という側面で自発的に考え、課題解決へ向けどのように援助者が対処していくのかという、利用者様自身が持つ力を活かす実践に繋がりました。また、テーマとなる課題提起に関しても、積極的に参加者から出して頂けるようになりました。自身で課題と感じたことに関しては、次のSSTで取り上げて欲しいとの要望も上がり、他者の意見を聞くことができる貴重な機会であり、自分の生活をよりよくするための活動となっています。





（２）SSTを実施し見えてきた課題

・個別支援計画書に基づく実践
・ＤＶＤ等を使用した学習

・日常生活支援にSSTの課題
が活かしきれていない

・職員のスキルアップ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次にSSTを実践しての課題についてですが、「練習した内容を生活の場で応用できない」と、「職員のスキルアップ」という２点が大きな課題が挙げられます。
SSTでは課題解決へ向けた「反復学習」が技能獲得へ向け大きな効果があります。
しかし、SST実施後、次回へ向けた宿題の提示を行い、翌回に成果確認を行っていますが、宿題や課題の内容によっては、生活の場で応用されないことが多い為、その場限りの取り組みで終了してしまうことがあります。参加者によっては、宿題の内容を忘れてしまう事があるため、SSTの場だけではなく、確認をする必要があります。
今後は、利用者様の抱える希望や、解決したい課題に対して、個別支援計画書にSSTを位置付け、日常的に支援を提供する職員との連携が必要であると感じます。
また、職員のスキルアップに関しては、外部研修に参加できない状況が続いており、自主的な学習機会を設けなくてはなりません。実践機会を通しながら、活動の振り返りを行い、DVD等の教材を活用し、スキルアップを目指している所です。




（３）相談会活動の課題と成果

・課題

相談会の案内をしているが…

相談者が少ない状況 SNSを活用した相談

・成果

案内配布を継続 就職に繋がった！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、相談会活動の課題と成果です。
新型コロナウイルス感染症の影響を受け、対面での相談会開催が定期的に設けられない為、電話相談会の案内を配布していましたが、地域のニーズをとらえきれなかったためか、多くの実績を上げることができていません。初回の相談と考えると、電話での相談は話しづらいこともあると思われるため、ＳＮＳを活用した相談ができるような体制つくりを検討しています。
成果としては少ないのですが、電話相談会の案内配布を続けたことにより、障がいを持つ方からの就労の相談があり、就職に繋がりました。




④終わりに

ご清聴

ありがとうございました。

※動画・写真の掲載にあたり、ご本人の了承を得ています。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ＳＳＴを継続して行っている中で、地域生活を送るうえでの課題が明確になり、実践を通して、一つ一つ自信につながっている様子がうかがえます。地域生活を送るという同じ目標に向かっている仲間意識が芽生え、積極的に意見が出されるようになりました。
新型コロナウイルスの影響を受けながらの事業となっていますが、地域で生活する障害者や生活困窮者へ向けた支援も救護施設として求められる役割として、電話相談等の案内を配布することを継続することができております。
　大勢の方のご寄付があり、このような事業を行なえたことへの感謝を忘れず、地域に必要とされる救護施設を目指し、今後も継続して取り組んでまいります。
ご清聴ありがとうございました。
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